
そ
の
他
の
議
案
等

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
令
和
２
年
３
月
24
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
教
育
委
員

会
委
員
の
後
任
に
、
山
下
幸
子

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
す

る
。

監
査
委
員
の
選
任

　
令
和
２
年
３
月
６
日
を
も
っ

て
退
職
し
た
議
会
選
出
監
査
委

員
の
後
任
に
、
田
中
紀
吉
氏
を

選
任
す
る
。

や
す
ら
ぎ
の
家
の
指
定
管
理
者

の
指
定

　
や
す
ら
ぎ
の
家
の
管
理
に
関

す
る
指
定
管
理
者
に
、「
や
す

ら
ぎ
の
家
管
理
委
員
会
」
を
指

定
す
る
。

問　
過
去
３
年
の
売
上
が
下
っ

て
い
る
。
平
成
28
年
、
30
年
は

赤
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
役
員

の
改
選
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
介

入
は
難
し
い
。
新
人
も
雇
用
さ

れ
全
体
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て

い
る
。

問　
企
業
努
力
と
い
う
指
定
管

理
者
の
努
力
は
。
町
は
ど
の
程

度
関
与
で
き
る
の
か
。

答　
指
定
管
理
者
と
改
善
に
向

け
協
議
し
て
い
く
。

問　
内
部
留
保
額
は
。

答　
約
４
０
０
万
円
。
ど
の
施

設
も
、
運
営
資
金
と
し
て
内
部

留
保
や
繰
越
金
等
は
持
っ
て
い

る
。
こ
の
資
金
を
基
に
、
運
営

を
行
っ
て
い
る
。

い
こ
い
の
里
大
附
の
指
定
管
理

者
の
指
定

　
い
こ
い
の
里
大
附
の
管
理
に

関
す
る
指
定
管
理
者
に
、「
い

こ
い
の
里
大
附
管
理
委
員
会
」

を
指
定
す
る
。

問　
内
部
留
保
金
額
は
。

答　
約
１
０
０
万
円
。

問　
寄
附
の
基
準
は
あ
る
の
か
。

答　
各
施
設
に
よ
り
形
態
が
異

な
る
の
で
特
に
基
準
は
定
め
て

い
な
い
。

大
野
特
産
物
販
売
所
の
指
定
管

理
者
の
指
定

　
大
野
特
産
物
販
売
所
の
管
理

に
関
す
る
指
定
管
理
者
に
、「
木

の
む
ら
管
理
委
員
会
」
を
指
定

す
る
。

問　
赤
字
が
続
い
て
い
て
、
経

営
が
な
り
立
た
な
い
と
思
う
が
。

答　
木
の
む
ら
管
理
委
員
会
が

木
の
む
ら
キ
ャ
ン
プ
場
と
一
体

で
経
営
し
て
い
る
。

問　
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
も
ト
イ

レ
や
コ
ー
ヒ
ー
喫
茶
を
気
持
ち

よ
く
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
町
か
ら
提
言
で
き
な
い
か
。

答　
指
定
管
理
者
と
有
効
活
用

す
る
よ
う
、
協
議
し
て
い
く
。

木
の
む
ら
キ
ャ
ン
プ
場
の
指
定

管
理
者
の
指
定

　
木
の
む
ら
キ
ャ
ン
プ
場
の
管

理
に
関
す
る
指
定
管
理
者
に
、

「
木
の
む
ら
管
理
委
員
会
」
を

指
定
す
る
。

問　
今
後
の
役
員
構
成
は
、
ど

の
様
に
変
動
す
る
の
か
。

答　
区
長
、
農
業
団
体
等
か
ら

選
出
さ
れ
る
役
員
は
随
時
変
動

す
る
。
他
施
設
と
同
様
に
活
性

化
を
図
る
。

問　
内
部
留
保
額
は
。

答　
約
１
２
０
０
万
円
。

問　
台
風
被
害
は
大
丈
夫
か
。

答　
復
旧
は
完
了
し
て
い
る
。

木
の
む
ら
物
産
館
の
指
定
管
理

者
の
指
定

　
木
の
む
ら
物
産
館
の
管
理
に

関
す
る
指
定
管
理
者
に
、「
埼

玉
中
央
農
業
協
同
組
合
」
を
指

定
す
る
。

問　
経
営
状
態
と
し
て
、
こ
れ

だ
け
の
赤
字
で
大
丈
夫
か
。

答　
農
協
の
営
農
活
動
、
農
業

者
へ
の
物
販
な
ど
を
含
め
総
合

的
に
経
営
し
て
い
る
。

建
具
会
館
の
指
定
管
理
者
の
指

定
　
建
具
会
館
の
管
理
に
関
す
る

指
定
管
理
者
に
、「
建
具
会
館

運
営
委
員
会
」
を
指
定
す
る
。

問　

年
々
売
上
げ
が
減
少
し
、

赤
字
が
増
え
て
い
る
が
、
町
か

ら
経
営
努
力
な
ど
の
働
き
か
け

が
で
き
な
い
か
。

答　
指
定
管
理
者
と
改
善
に
向

け
協
議
し
て
い
く
。

問　
内
部
留
保
額
は
。

答　
約
80
万
円
。

町
道
路
線
の
廃
止

　
五
明
地
内
、
町
道
玉
９
７
４

号
線
。
延
長
21
・
92
ｍ
全
て
が

県
道
敷
地
内
で
、
町
道
と
し
て

の
機
能
を
失
っ
て
い
る
た
め
、

廃
止
。新年度予算についての議会報告会及び

意見交換会は、議会運営委員会において
協議した結果、新型コロナウイルスの
影響により開催しないこととなりました。

お
知
ら
せ
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ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償
基
金

制
度
の
創
設
と
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
者
の
早
期
救
済
・
全
面
解
決

を
求
め
る
意
見
書

　
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
被
害

は
多
く
の
労
働
者
、
国
民
に
広

が
っ
て
い
る
。
現
在
で
も
、
建

物
の
改
修
、
解
体
に
伴
う
ア
ス

ベ
ス
ト
の
飛
散
は
発
生
す
る
た

め
、
大
規
模
自
然
災
害
で
発
生

し
た
大
量
の
瓦
礫
処
理
に
つ
い

て
も
被
害
の
拡
大
が
心
配
さ
れ

て
い
る
。

　
日
本
で
は
特
に
建
設
業
従
事

者
に
多
く
発
生
し
て
お
り
、
そ

れ
は
、
国
が
建
築
基
準
法
な
ど

で
不
燃
化
、
耐
火
工
法
と
し
て

ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
を
進
め
た

こ
と
に
大
き
な
原
因
が
あ
る
。

　
被
害
者
や
遺
族
が
求
め
る
補

償
に
対
応
す
る
た
め
、
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
者
補
償
基
金
制
度
の

創
設
を
求
め
る
と
共
に
、
被
害

者
の
早
期
回
復
を
図
る
た
め
、

専
門
医
の
充
実
や
医
療
技
術
の

進
展
に
努
め
る
な
ど
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
の
早
期
充
実
を
求
め
る
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償
基

金
制
度
の
創
設
と
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
者
の
早
期
救
済
・
全
面
解

決
を
求
め
る
請
願

請
願
者

　
埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合

　
比
企
西
部
支
部

　
支
部
長　
橋
上　
忠
彦

　
　
　
　
　
外
１
名

紹
介
議
員　
　
　
野
原　
和
夫

請
願
趣
旨

　
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
や
遺
族

が
求
め
る
補
償
に
対
応
す
る
た

め
、
国
の
拠
出
金
を
原
資
と
し

た
「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償

基
金
制
度
」
の
創
設
と
、
被
害

者
の
早
期
回
復
を
図
る
た
め
に
、

専
門
医
の
充
実
や
医
療
技
術
の

進
展
に
努
め
る
な
ど
、
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
の
早
期
充
実
の
た
め
、

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
。

審
査
結
果

　
本
請
願
は
総
務
産
業
建
設
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
慎
重

に
審
査
し
た
結
果
「
採
択
す
べ

き
も
の
」
と
決
定
し
た
。
又
、

本
会
議
に
お
い
て
も
、「
採
択
」

と
な
っ
た
。

　
東
海
第
二
発
電
所
（
東

海
第
二
原
発
）
を
再
稼
働

さ
せ
な
い
よ
う
求
め
る
請

願請
願
者　
　
金
澤　
京
子

紹
介
議
員　
岩
田　
鑑
郎

請
願
趣
旨

　
政
府
、
国
会
及
び
関
係

機
関
に
対
し
東
海
第
二
発

電
所
（
東
海
第
二
原
発
）

を
再
稼
働
さ
せ
な
い
よ
う

求
め
る
意
見
書
を
提
出
す

こ
と
を
求
め
る
。

審
査
結
果

　
本
請
願
は
総
務
産
業
建

設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
慎
重
に
審
査
し
た
結

果「
不
採
択
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
た
。
又
、
本
会

議
に
お
い
て
も
、「
不
採

択
」
と
な
っ
た
。

意
見
書

３月定例会の傍聴人数　延23名
議会の傍聴について

　次回は６月２日㈫に開会予定ですが、新型コロナウイルス
感染症対策のため、傍聴を中止とさせていただく場合があり
ますのでご了承ください。
　なお、本会議の音声をインターネット配信しておりますの
で、ぜひご利用ください。

�

田
中　
紀
吉

　
東
海
第
二
原
発
は
、
運
転
設
定
年
数

40
年
を
超
え
、
運
転
停
止
後
９
年
も
経

つ
も
の
で
あ
る
。
１
基
目
は
既
に
廃
炉

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
福
島
第
一
原

発
と
同
じ
沸
騰
水
型
で
、
津
波
に
よ
る

非
常
用
発
電
機
が
故
障
し
、
か
ろ
う
じ

て
冷
温
停
止
し
た
ま
ま
今
日
に
至
る
。

　
原
発
事
故
は
、
賠
償
、
除
染
、
放
射

能
汚
染
の
拡
散
防
止
な
ど
計
り
知
れ
な

い
影
響
が
あ
る
。
被
災
者
だ
け
で
な
く
、

自
然
環
境
も
含
め
て
す
べ
て
を
奪
う
も

の
で
あ
る
。

賛
成
討
論

請
願
第
１
号

請
願
第
２
号

�

野
原　
和
夫

　
設
計
上
の
運
転
期
間
40
年
を
超
え
る

老
朽
原
発
で
あ
る
。
東
電
福
島
第
一
原

発
と
同
じ
仕
様
は
旧
式
の
ま
ま
で
あ
る
。

３
・
11
津
波
で
冷
温
停
止
し
た
、
被
災

原
発
で
あ
り
、
原
発
事
故
を
起
こ
し
た

東
電
が
財
政
支
援
、
電
力
購
入
代
金
の

先
払
い
と
し
て
２
２
０
０
億
円
も
の
支

援
。
30
キ
ロ
圏
94
万
人
は
ど
こ
へ
ど
う

避
難
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
状
態
で
あ

る
。
放
射
能
汚
染
は
日
本
の
国
力
を
奪

う
だ
け
で
な
く
、
地
球
環
境
を
破
壊
し

続
け
る
。
よ
っ
て
請
願
に
賛
成
し
討
論

と
す
る
。

賛
成
討
論

３ 月 定 例 会
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